特定非営利薩摩川内市スポーツ協会競技力向上事業補助金要綱
（目的）

第１条　特定非営利活動法人薩摩川内市スポーツ協会加盟団体（以下「団体」という。）の競技スポーツ水準の向上に、積極的に取り組むともに、競技の普及と生涯スポーツの振興を目的とするため、次に掲げる各事業を実施する団体に予算に定める範囲内で補助金を支給する。なお、各事業の対象経費は別途内規で定める。

⑴　技術講習会の開催（指導者育成、児童・生徒の強化）
⑵　競技普及体制の推進（県大会等の誘致）
⑶　県民体育大会参加選手の強化

（期間）

第２条　期間は、毎年４月１日から翌年３月３１日までの会計年度とする。

（補助金の申請）

第３条　第１条の各事業を実施しようとする団体は、補助金交付申請書に関係書類を添えて市スポーツ協会へ提出するものとする。

（事業の決定と実績報告）

第４条　事業の決定通知を受けた団体は、事業終了後速やかに事業実績報告書に関係書類を添えて提出しなければならない。

（補助金の交付と請求）

第５条　市スポーツ協会は実績報告書を受理したときは、その内容を審査し補助金の交付額を決定し通知するものとする。

２　補助金の額に１００円未満の端数を生じたときは、これを切り捨てるものとする。

３　市スポーツ協会は、補助金の額確定後請求書により支払うものとする。ただし、市スポーツ協会が特に必要があると認める場合は事業決定後、補助金を前払いすることができる。

４　なお、他の補助金制度と二重には受けられない。

（調査と返還）

第６条　市スポーツ協会は、補助事業について必要に応じ、書類等を調査することができる。

２　市スポーツ協会はこの補助金を受けた団体が次の各号に該当するときは、補助金の交付決定を取消し又は既に交付した補助金の全額もしくは一部の返還を命じることができる。

⑴　補助金を補助対象事業以外に使用したとき

⑵　事業について、市スポーツ協会が指示した事項に従わないとき

⑶　その他不正な行為があると認められたとき

（委任）
第７条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は市スポーツ協会会長が別に定める。

附　則
（施行期日）

　　この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。

　　この要綱は、平成１９年５月２５日から施行する。
　　この要綱は、令和４年４月１日から施行する。
